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並行して生物地理学を受講しておくこと。

進めていく。

出席状況と発表内容による

文献はその都度指示する

仕方などについて、質疑応答を繰り返しながらゼミ形式で授業を

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備
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科目名

磯磯磯磯 谷谷谷谷 達達達達 宏宏宏宏
地理学演習Ⅱ地理学演習Ⅱ地理学演習Ⅱ地理学演習Ⅱ

    

   　　いそ　　　がい　     たつ　　　ひろ

（英文名） Seminar on Geography　Ⅱ

２単位

この授業は、生物地理に関するテーマで卒業論文を書く予定の４年生を対象とする。内容は、各自の卒論に関する

各自の卒業論文に関する文献紹介、中間発表などを適宜行って

もらうほか、調査方法、ﾃﾞｰﾀ解析法、論文作成方法、成果発表の

　

授業のねらいと概要：

教科書と参考図書：

評　価　法　：

【授業計画】

発表がない場合であっても、授業内容は全て卒論に関わり重要なので、重病や忌引以外の欠席は認めない。受講者は、事前にもしくは

　

地４必地４必地４必地４必

文献講読と中間発表を中心に進める。受講者全員に、調査研究、論文作成および成果発表の力をしっかり身につけてもらいたい。自分の

－345－




